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　本学では「創立25周年」を記念して教職員の海外研修旅行を計画し，平成23年の3月に第1回の教職

員研修旅行を実施しました。

　ダイバーシティの理解が叫ばれ，グローバル化が加速度を増している現代，「これらの視点からの大学教

育」の重要性が話題となっています。本学においても，教職員がこのような視点からも学生教育にあたる

ことができるようにとの考えでこの海外研修を実施しています。

　このように大学をはじめとする教育関係機関を訪問し，そこで得られた内容や方法などを本学の教育に

採り入れることができればとの強い思いで，継続的に実施しています。当然のことながら，国内の大学や

短期大学，幼稚園や保育所などの教育・保育施設見学の延長線上で，海外の教育関係機関訪問も重要だと

考えての実施です。

　これまでの海外研修での主な訪問先は次のとおりです。

　　平成23年３月　Santa…Barbara…City…College，Paso…Roblesの小学校

　　　　　　　　　Montessori…Preschool　（カリフォルニア州）など

　　平成24年３月　The…University…of…Central…Florida（フロリダ州）など

　　平成25年３月　Virginia…Western…Community…College，Liberty…University…，

　　　　　　　　　Hollins…University，YMCA　Preschool（バージニア州）など

　　平成26年３月　Universitat…Autònoma…de…Barcelona（スペイン）　など

　　平成27年３月　サラスワティ外国語大学　カシサヤン幼稚園（インドネシア）

　今回の主な訪問先はインドネシア共和国バリ州にある「サラスワティ外国語大学」と「カシサヤン幼稚園・

小学校」でした。

　なぜ，バリ島と思われる方も多いでしょうが，この訪問先決定まで，マレーシア，カンボジア，ミャンマー，

シンガポール，台湾，ブルネイ，タイ，インドネシアの施設を下見してきました。それぞれに本学の教職

員や学生にとって目からウロコとまではいかなくとも，大いに刺激を受ける所ばかりでした。その中で今

回の研修旅行先は，特別講義にお越しいただいた駐日全権大使の母国オマーン国と若者の活気があふれる

タイ王国コンケーン大学と幼稚園などを候補と考え，安全面と費用面等いろいろな観点からタイ国コンケ

ーン市への訪問をほぼ決めていました。

　そんな折，日本人（それも埼玉県人）がインドネシアの地元の子どもたちのために創立した幼稚園・小

学校があるとの情報をインドネシア野球ナショナル

チームの監督を務められた元城西国際大学野球部監

督の原田先生から教えていただきました。

　さっそく熊谷市の埼玉自動車学校のオフィスへ幼

稚園の創設者で柏俣財団の柏俣理事長に面会のため，

大久保熊谷市議のご案内で3名で訪問させていただ

きました。その後，数回，会社をお尋ねして「なぜ

バリ島に」「なぜ幼稚園を」について詳しくお話をい

ただき，その折に，1月に下見を兼ねてご一緒させ

ていただきました。

教職員海外研修旅行
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園児の顔写真入りの看板
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　このバリ州デンパサール訪問でバリの人々の雰囲

気，カシサヤン幼稚園の先生や子供たち，そして初め

て訪問したサラスワティ外国語大学の先生の目の輝

きと熱心なその姿に感激し，その場で今回の教職員研

修の打ち合わせをしてしまった程でした。はっきり言

って「すっかり気にいった」ということです。その素

晴らしさにつきましては，参加された先生からの報告

でご紹介できると思います。

　カシサヤン幼稚園ではワヤン園長との話し合いを

富田支配人が手配をしてくれたおかげで，訪問日程や

内容などもスムーズに進み，2日間の訪問を日本の幼

稚園や保育所での子供たちの保育場面の一コマを紹介する日とカシサヤン幼稚園・で小学校での現地授業

の目的や内容と子どもたちの学習の風景を参観する日とに分けることとしました。

　また，サラスワティ大学では代表者の先生と日本語教育担当の先生との話し合いで，日本語クラスの学

生に対して，1コマ目は「現代の日本の若者」についての講座，2コマ目は「日本の文化と折り紙」講座を

午後6時から午後9時までのクラスでプレゼンテーシ

ョンと質疑応答をすることとしました。

　このサラスワティ大学の創設者が英語とともに日

本語教育を重視しているとのことで，日本語学習に多

くの学生が興味を持ち学ぶ学生も多くいるとのこと

でした。

　ここに今回の研修旅程表を掲載いたしますが，日々

の様子は参加者の報告をお読みいただければ詳しく

お分かりいただけると思います。

　今回のバリ島を訪問しての感想は，このバリ島の生

活や人々は不思議と日本と似通っており，日本人にと

っては異国というより，かつての日本はこんなであっ

ただろうと古き良き日本を感じられるほどに親しみやすさがあることです。それは，このバリ島の人々の

生活が宗教に基づいたものであり，そのバリの宗教がバリ土着宗教にヒンドゥー教が融合したものであり，

日本の宗教も中国から伝来の仏教が神を祭った日本土着宗教に重なった点が似ているからかもしれません。

この精神文化が似ているのでしょうか。

　これは，今回の旅行で案内をしてくださったカシサ

ヤン幼稚園・小学校の現地管理者で，バリヒンドゥー

教のグルで弁護士のトレスナさんが話してくれたバ

リヒンドゥー教での物事の考え方や，ご自宅を訪問し

家族や近隣の人々の関わり合いを拝見した折に，戦前

から戦後間もない時代の日本（原風景）を感じたのは，

私一人ではありませんでした。東京オリンピックさえ

知らない教職員も「何か懐かしい」と感じたようです。

トレスナさんの一家と地域の方々との結びつきをは

じめ，毎日の神への祈りや季節のお祭り，そして我々

へのもてなし方などで強く感じることができたので
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富田支配人　　カシサヤン幼稚園ワヤン園長　柏俣理事長

サラスワティ外国語大学幼稚園の先生と

サラスワティ外国語大学の先生と
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しょうか。

　今回体験した現代の日本にはあまり見られなくな

った「家族の在り方」「人間と自然との調和」などを，

幼児教育を通して将来の日本の担う学生には，ぜひ感

じさせたいと考えています。

　今回の教職員研修が有意義なものとなったのも，ひ

とえに柏俣財団の柏俣理事長や富田支配人の全面的

なご協力とご支援のおかげであると改めて心から感

謝します。

教職員海外研修旅行

サラスワティ外国語大学の学生と

お迎えの母親たち 送り迎えはオートバイで

ココナツヤシを採ってきた トレスナファミリーと折り紙

ニューベビー いつも一緒のトレスナ家族の団らん
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